
































































































































































































































メーカー 正規品（カッシーナ社） イタリア製ジェネリック製品 中国製ジェネリック製品


































メーカー 正規品（ハーマン・ミラー社） 中国製ジェネリック製品Ａ 中国製ジェネリック製品Ｂ










価格 32,550円 21,800円 12,800円
図８　正規品（ハーマン・ミラー社） 図９　中国製ジェネリック製品Ａ 図10　中国製ジェネリック製品Ｂ
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イクルが困難であるという理由から現在はポリプロピレン19 に変更して生産している。脚部は
複数のバリエーションから選択することができ，一般家庭はもとより店舗やオフィスなどにお
いて幅広く使用されている。なお，デザイナーズチェアの中では比較的安価なモデルである。
　イームズのシェルチェアは日本でも人気が高く，中国で盛んにジェネリック製品が生産され
ている。ここではエッフェルベースのモデルを取り上げ，ハーマン・ミラー社による正規品，
代表的な中国製ジェネリック製品ＡおよびＢを比較する。
　表２より，ＬＣ２と比較して正規品とジェネリック製品の価格差が少ないことが判る。価格
設定も正規品と比較して中国製ジェネリック製品Ａが約３／５強，中国製ジェネリック製品Ｂ
が約２／５に設定されている。ＬＣ２はデザイナーズ家具の中でも高級品として位置づけられ
るが，シェルチェアはもともと大量生産を前提とした安価な椅子としてデザインされているた
め，ＬＣ２のように正規品とジェネリック製品の間に大きな価格差を設けることが困難である
ことは想像に難くない。
　このためジェネリック製品メーカーは正規品にない付加価値を付けて消費者にアピールする
ために，シェルをＦＲＰで成型したものを製造している。先にも述べたが，正規品のシェル部
分はかつてＦＲＰで成型されており，当時の製品が一部のビンテージ愛好者の間で取引されて
いる。ジェネリック製品メーカーはここに着目し，シェル部分をＦＲＰで成型することで，現
在の正規品よりもデザインされた当時の外見に近いジェネリック製品を製造しているのである。
　正規品メーカーはリサイクルが困難という理由で素材をポリプロピレンに変更したが，ジェ
ネリック製品メーカーはそれを逆手に取りビジネス優先で環境に配慮を欠いた製品を製造して
いるといえよう。ここに正規品メーカーとジェネリック製品メーカーの価値観の相違が垣間見
える。
	 	 木　　材
　木材を主な材料とするモデルとしてボーエ・モーエンセン（1914‒1972）が1947年にデザイ
ンしたＪ39を取り上げる。Ｊ39はモーエンセンがデンマーク生活共同組合，家具部門の開発
責任者を務めていた時に，シェーカー家具からヒントを得てデザインした木製の椅子である。
この椅子がデザインされたのは第二次世界大戦終戦直後の物資に乏しい時期であり，そのため
限られた材料で安価かつ丈夫な椅子をデンマーク国民に提供することを第一の目的とした20。
　日本では近年の北欧デザインブームにより，北欧家具の認知度が以前にも増して高まってい
る。中国のジェネリック製品メーカーはこの点に着目し，北欧家具のジェネリック製品開発に
力を入れており，Ｊ39のジェネリック製品もこのような背景のもと製造，販売されるように
なったと考えられる。これはイタリアのジェネリック製品メーカーにはほとんど見られない傾
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向であり，中国のジェネリック製品メーカーが日本の市場に合わ
せた生産体制を整えているといえよう。ここではフレデリシア社
による正規品と代表的な中国製ジェネリック製品を比較する。
　まず中国製ジェネリック製品の価格についてであるが，正規品
に対して約１／４から１／５まで抑えられている。正規品の場合，
フレームの材料がブナの場合とオークの場合で価格が異なり，
オークの方が割高である。これに対し，中国製ジェネリック製
品はオークを使用しているにもかかわらず非常に低い価格設定
を実現している。
　次に，両者の外観を比較すると，背板の製造方法に大きな違いがあることが分かる。正規品
の方は幅広の無垢板を曲げており，継ぎ目は一切見られない。これに対してジェネリック製品
は，繊維方向にはぎ合わせた材を３ミリほどの厚さに挽き，それを成型合板21 と同じ要領で３
枚積層している。つまり背板を側面や木口面から見ると，材が積層されている様子がよく判る。
また，はぎ合わせの際に木理や色が似たものを隣り合わせになるように加工すれば継ぎ目はさ
ほど目立たなくなるが，そこまでの配慮はなされておらず，結果継ぎ目が目立つようになって
いる。製造コストを削減する上で，このような細やかな部分にまで配慮するのは難しいのであ
ろう。
　またフレームの接合部に着目すると，正規品は隙間無く接合されているのに対し，中国製
表３（価格は2010年６月のもの）
メーカー 正規品（フレデリシア社） 中国製ジェネリック製品
サイズ Ｗ480×Ｄ420×Ｈ760/ＳＨ445 Ｗ485×Ｄ435×Ｈ760/ＳＨ435
材料 フレーム：ブナ，オーク
座　　面：ペーパーコード
仕 上 げ：無塗装，ソープ，ラッカー
フレーム：オーク
座　　面：ペーパーコード
仕 上 げ：オイル
価格 59,850円（ブナ，無塗装）
63,000円（ブナ，ソープ／ラッカー）
76,650円（オーク，無塗装）
79,800円（オーク，ソープ／ラッカー）
15,800円
図11　正規品（フレデリシア社） 図12　中国製ジェネリック製品
図13　Ｊ39の背板部分
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ジェネリック製品は接合部に生じた隙間をパテで補修している部分が見られた。これは木部同
士が正規品のように高い精度で接合されていないことを意味し，長期の使用に対する耐久性が
問われる。
　以上，本章ではジェネリック製品と正規品を「メーカーの考え方」，「顧客層」，「品質と価
格」という異なる３つの項目で比較してきた。これまでの考察から，ジェネリック製品と正規
品は写真で見ると一見同じように見えるが，それぞれの製品を支える背景，そして製品そのも
ののディテールは多くの点で異なっていることが分かった。また，正規品には最高の品質とそ
れに伴う最高のサービスを顧客に提供しようとする正規品メーカーの思いが，そしてジェネ
リック製品にはできるだけ低価格で顧客の要望に合ったデザイナーズ家具を提供しようとする
ジェネリック製品メーカーの思いがそれぞれの製品に凝縮されているといえよう。
　しかし，シェルチェアの材料選択に見られるような両者の価値観の相違が，両者のデザイ
ナーズ家具に対する考え方を如実に示しているとはいえないだろうか。正規品メーカーは過去
のデザイナーが遺した優れたデザインをその時代に合った技術で生産し，今後も長期間に亘り
高い品質の製品を市場に提供し続けることが期待できる。これに対してジェネリック製品メー
カーは，ビジネスとして成立することが最優先事項であり，昨今のようなデザイナーズ家具
ブームが終焉した暁には市場からすぐに撤退するのではないだろうか。
おわりに
　デザイナーズ家具市場では，近年デザインされた商品よりも20世紀初頭から中頃にかけて
デザインされた製品の方に人気が集中し，そこにジェネリック製品を大きなビジネスに繋げる
チャンスがある。一般的に工業製品は新製品への人気が高く，発売から数年後にはその製品に
対する需要は著しく低下する傾向にあり，意匠法はこのような工業製品のデザインを保護する
ためには有効であるといえよう。しかしながらデザイナーズ家具のようなロングライフデザイ
ンにとってその効力は限定的である。
　ジェネリック製品が生み出された根拠として，「意匠権によるデザイン保護の失効」と「20
世紀初頭から中頃にかけてデザインされた家具に対する人気の高まり」が挙げられるが，どち
らがより優位であろうか。前者であるとすれば，デザイナーズ家具以外にも意匠権の失効に
よって模造される製品分野が存在するはずだが，デザイナーズ家具のように一つの製品分野に
ジェネリック製品が集中している例は他に見当たらない。従って後者の比重が高いと考えられ
るが，なぜ家具の分野にこれほどジェネリック製品が集中しているのであろうか。
　家電や自動車などの工業製品は，短いスパンでその機能や性能が大きく変化する。顕著な例
の一つとして携帯通信機器を挙げると，ここ20年の間にポケットベル，ＰＨＳ，携帯電話，
註１  チャールズ・レニー・マッキントッシュ，ヨーゼフ・ホフマン，アイリーン・グレイ，ル・コルビュ
ジエ，ミース・ファン・デル・ローエ，マルセル・ブロイヤー，マルト・スタム，ヘリット・トーマ
ス・リートフェルトらによって20世紀前半に中央ヨーロッパでデザインされたものをはじめ，チャー
ルズ＆レイ・イームズ，ジョージネルソン，イサム・ノグチらによって20世紀中頃にアメリカでデザ
インされたもの，そしてハンス・Ｊ・ウェグナー，アルネ・ヤコブセン，ボーエ・モーエンセン，
ポール・ケアホルムらによって，20世紀中頃にデンマークでデザインされたものなどその種類は多岐
に亘る。
２  メーカーが異なれば製造工程や製剤に対する考え方は異なる。具体的にいえば，用いる添加剤，製剤
化の方法や技術が異なるわけだ。鶴蒔靖夫『ジェネリック革命・国民が薬を選ぶ時代へ』（IN通信
社）2009年　p. 35
３  デザイナーと契約を交わし，製造権を有するメーカーが作った製品。メーカーはデザイナーやその親
族，またはデザイナーの功績を管理する財団へ，ロイヤリティを支払う。
４  意匠法，著作権法については以下の文献を主に参照した。
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そしてスマートフォンへと移行しており，その技術革新には目を見張るものがある。これに対
して，座るという人体の基本的行為を支える道具である椅子やソファーの機能とその形態は，
各時代の流行による差異はあるものの100年前と比較しても，そう大きく変化はしていない。
つまり，約半世紀前のデザインであっても現代の生活において不具合なく使用することができ
るのである。この普遍性こそがジェネリック製品が家具の分野に集中している大きな要因とい
えるのではないだろうか。
　現在，デザイナーズ家具の正規品メーカーは，新製品を全く発表しないメーカーと若手デザ
イナーなどを起用して積極的に新製品を発表するメーカーに分けられる。前者は今後も過去の
デザインに依存した経営を続けていくと割り切り，後者は過去のデザインに依存し続けること
に危機感を感じていると推察できる。新製品であれば発表から20年間は意匠法でそのデザイ
ンを独占することができるので，模造の脅威にさらされることもない。しかしながら先にも述
べたように，現在のデザイナーズ家具市場では近年発表されたデザインよりも過去のデザイン
に需要が集まるところに正規品メーカーの優位性と苦悩が混在していると思われる。
　今後の展望として，法的見地からは，立体商標登録による模造に対する抑止力の向上が注目
される。また本論考では詳しく取り上げなかったが，不正競争防止法による模造禁止の可能性
も考えられ，法廷で争われた場合，デザイナーズ家具に対してどのような判断が下されるか非
常に興味深い。
    渋谷達紀『知的財産法講義Ⅱ／著作権法・意匠法』2007年（有斐閣）
５  意匠権又は専用実施権を侵害した者は，10年以下の懲役若しくは1,000万円以下の罰金に処し，又は
これを併科する。
６  博多人形事件（長崎地裁佐世保支部　1973年２月７日決定）仏壇彫刻事件（神戸地裁姫路支部　1979
年７月９日判決）『応用美術委員会　著作権法と意匠法との交錯問題に関する研究』（社団法人　著作
権情報センター附属著作権研究所）2003年　pp. 139‒140
７  原告である家具デザイナーの新居猛が自らデザインした折り畳み椅子（商品名：ニーチェアＸ）の模
造品を台湾から輸入し販売した被告に対して，著作権の侵害を主張して販売停止を請求した。これに
対し京都地裁は「著作権法上保護される美術は，原則として純粋美術のみであり，応用美術であって
保護されるのは美術工芸品に限られる。」「美術工芸品とは，その実用面及び技術面を離れてもっぱら
美的鑑賞の対象とされるものをいい，本件椅子のデザインは美術工芸品に該当しない。」として原告
の請求を棄却した。この判決を不服として上告して争われた大阪高裁，最高裁においても，地裁と同
様の理由で棄却された。
８  商標法については以下の文献を主に参照した。望月良次，佐伯健兒『特許・デザイン・商標の知識と
Ｑ＆Ａ』（法学書院）2007年
９  2010年11月16日に，ヤクルト容器の立体商標が認められた。容器の形状だけで立体商標が認められた
のは，国内ではコカ・コーラのビン（2008年５月に登録）についで２例目である。
10  立体商標登録の要件の一つとし商品の自他識別能力が挙げられる。バタフライスツールの場合，他に
形状の似た商品が流通していないと判断され，その立体商標が認められた。しかしデザイナーズ家具
の中には，発表当時は自他識別能力の高い商品であっても後にその形状がスタンダードなものとなり，
結果としてその形状の自他識別能力が低下していると判断される可能性がある例が存在する。
11  立体商標登録要件の一つとして商品の著名性が挙げられる。ジェネリック家具のほとんどは著名な建
築家やデザイナーによってデザインされたものであり，家具自体としても著名なものが多い。よって
自他識別能力が高くかつ著名であると判断されるであろう商品は，登録要件を満たす可能性があると
推察される。
12  http://e-comfort.info/s_generic.html
13  http://www.fritzhansen.com/en/fritz-hansen/the-republic/Fighting-Copies.aspx
14  http://www.hermanmiller.co.jp/product/getreal.html
15  着色に染料のみを使用する仕上げで，革表面に透明感を持たせ，革らしさを象徴する銀面模様が顕著
に見られる。素肌の美しい高級革の仕上げに用いられ，ポリッシングによる仕上げが多い。
16  着色に染料と顔料を併用して細かい傷やスレを隠す仕上げ。型押しをして皺を表現する。
17  着色に顔料を多く用いるので傷やスレがよく隠れる。型押しをして皺を表現する。
18  Fiber Reinforced Plastics（繊維強化プラスチック）。ガラス繊維などの繊維をプラスチックの中に入
れて強度を向上させた複合材料のこと。
19  プロピレンを重合させた熱可塑性樹脂。軽量だが強度が高い。また，吸湿性がなく耐薬品性にも優れ
27
ている。
20  島崎信『一脚の椅子・その背景／モダンチェアはいかにして生まれたか』（建築資料研究社）2002年
　p. 39
21  木材を薄く切り出した単板を重ね，それを型に入れてプレスし，接着積層することで曲面を成形する
加工法。
図版
１  島崎誠，野呂影勇，織田憲嗣『近代椅子学事始』（株式会社ワールドフォトプレス）2002年　p. 150
２  川口家具『E-comfort Design for people（E-comfort カタログ）』2009年　p. 31
３  島崎誠，野呂影勇，織田憲嗣『近代椅子学事始』（株式会社ワールドフォトプレス）2002年　p. 92
４  島崎誠，野呂影勇，織田憲嗣『近代椅子学事始』（株式会社ワールドフォトプレス）2002年　p. 135
５  カッシーナ　カタログ　1996年　p. 8
６  http://www.rigna.com/corbusier.html#le
７  川口家具『E-comfort Design for people（E-comfort カタログ）』2009年　p. 111
８  こんな家に住みたい編集部『とことん，イームズ！』（枻文庫）p. 25
９  川口家具『E-comfort Design for people（E-comfort カタログ）』2009年　p. 12
10  http://www.e-comfort.info/p_cher02.html
11  織田憲嗣『デンマークの椅子』（株式会社ワールドフォトプレス）2002年　p. 127
12  筆者撮影
13  筆者撮影
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